2007年度国際私法II (高橋宏司　担当) 再評価

(1) 実質法的指定と抵触法的指定の違いを簡潔に述べなさい。
(2) 次のそれぞれの条項は、実質法的指定と抵触法的指定のいずれと解されるか。場合分けが必要ならば適宜それを行って論ぜよ。
(i)海上保険契約中の次の条項

“This　insurance　is　understood　and　agreed　to　be　subject　to　English　law　and　usage　as　to　liability　for　and　settlement　of　any　and　all　claims．”「この保険は、すべての保険金請求に関する保険者の填補責任の有無と保険者に填補責任があるとするならばその決済についてはイギリスの法律及び慣習に従うことを了解しかつ合意する。」
(ii)
船荷証券上の次の条項
“All carriage under this Bill of Lading to or from the United States shall have effect subject to the provisions of the Carriage of Goods by Sea Act of the United States.”「アメリカ合衆国から発し、または、アメリカ合衆国に向かうすべての運送でこの船荷証券に従ってなされるものは，アメリカ合衆国の『海上物品運送法』の規定に従って効力を有する。」
